
お問い合わせ：山形県立博物館 講座担当係 TEL：023‐645‐1111

小野寺雅昭氏
飽海地域史研究会 会長

今回は松森胤保日記の中から、庄内各地で鳥をはじめとする各動物と出会い、銃猟を
する具体的な記事を紹介します。その中には、家老を勤めた松山城下、近村の遺跡発
掘で有名になる平田地域などの農民の情報や、県立博物館で展示中の鳥卵・巣との関
連も分かってきます。当時の博物学は民衆に広まっていました。
奥羽人類学会での松森胤保の博物学継承の動きにも注目していきます。
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●お申込み方法：QRまたはHPから ●会場：山形県立博物館講堂

●参加費無料（入館料が必要です）●申し込み期間： 11/21（金）～ 12/5（金）

（先着順）事前申込制
11/21（金）～ 12/5（金）

日記から読み解く
松森胤保と動物の関わり

山形県立博物館令和７年度特別展記念講演会②

〇専門分野：近世地域史
〇経歴：
山形県内中学校教師
東北公益大学非常勤講師（社会科教育）
山形史学研究会員
県地域史研究協議会理事、県民俗学研究協議会理事
『平田町史』中巻、『遊佐町史』上巻・下巻執筆。
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松森胤保日記（個人蔵）
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